
有効活用に関する研究

～養豚業における
ゼロエミッションへの挑戦～

畜産科 養豚プロジェクト
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動機 畜産業の課題
最低値・最高値の更新



かけ離れた現状

動機 畜産業の課題
遠ざかる目標



大学

動機
これまでの取組
エコフィードの確立



スライス加工実習にて

豚肉

動機 新たな課題
実習を通しての気付き
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ラードとして利用できない。
〝 〟している。

動機
「廃棄している」
課題の重大さに直面



動機 活動の原点へ
悔しさ溢れる現実



〝豚脂を利用した商品開発で

養豚業のゼロエミッションを実現〟

仮説に基づいた活動計画

販売会及びＰＲ活動

地域に技術普及

新商品開発・商品評価

食品としての利用の検討

活動
開始

仮説と実行計画
道標の設定



クッキー ハンバーグ餃子

開発 食品への挑戦
終わらない研究・実践



液体

水分
２７％

固体

液体

ｐH（水素イオン指数）融点
３６．５℃

成分（脂肪酸組成）

５．８

リノール酸 リノレン酸
シンデレラネオポーク 市販豚脂

製造実験開始基礎実験を開始

開発
見えてきた豚脂

新たな発見を活かして



冷蔵庫⇒固まる

常 温⇒

豚脂ベース

開発
化粧品への挑戦
いまだ掴めない成功…
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厳しい が必要

開発 ヒントを求めて
失敗とさらなる追い打ち

高校生には難しい…



開発
再び振り出しへ
豚脂の活用方法とは
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開発 一筋の光
思いがけないヒント
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開発 石鹸の核とは
深まる知識



抽出 混合

乳化成形

〈考察〉
によって、

水と油が分離した状態に！

85.4％

0.33％
0.1％以下

1.0％

ＪＩＳ規格 豚脂石鹸

純石鹸分

遊離アルカリ

1.5％以下

95％以上

0.1％以下

エタノール可溶分

石油エーテル可溶分

2.0％以下

JIS規格 不適合

開発 ３度目の挑戦
次こそは成功なるか
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ＪＩＳ規格 豚脂石鹸

純石鹸分

遊離アルカリ

1.5％以下

95％以上
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エタノール可溶分

石油エーテル可溶分
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抽出 混合

乳化成形

開発 製造方法の確立
失敗と改善からの成功
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の石鹸が
肌に優しく最も洗浄力が高い
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開発
方法の確立に向けて
幾通りもの製造実験



Ａ石鹸 C石鹸 Ｂ石鹼豚脂石鹸
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約1.7倍

44.4％

開発
比較で機能の数値化

洗浄力を証明



クレイ素材0.2％添加 染色液を布繊維に浸透

FTIRを用いた比較実験-0.01
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各石鹸で洗浄

のこと
特徴：粒状で皮脂や汚れに吸着する

開発
より高機能な商品へ

新原料の追加



ミセル
汚れを落とす役割をする物質

≪汚れが落ちる仕組み≫

臨界ミセル濃度
ミセルが作り出される最小の濃度
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開発
なぜ高洗浄力なのか

洗浄力の理由追及
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開発 高洗浄力の秘訣
先生の見解



熊本工業高校と型作り

型

展望
今後の取り組み
地方創生？？

開発
農×工で高機能性up
オリジナリティーの実現

マウス洗い 鼻の穴洗い 縦洗い





本校オリジナル豚

シンデレラネオの輝き

開発
洗濯石鹸完成

新キャラクターも登場！



吉
瀬

史
康

様

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
組
合

襟の汚れがきれいに落ちた

硬さも程よく、使いやすい

開発
実用化への確信
外部からの品質評価



全国クリーニング組合誌

・肌に優しい

・洗浄力が高い

・環境に配慮

本校オリジナル石鹸

原価合計 ￥65.6

定価 ￥200

138.5200－65.6＝

一個当たりの売上

開発
実用化への確信

価格決定



保全
環境調査

世界の取組みを学習



保全
環境調査

石鹸の分解速度実験



ＣＯＤの水質調査方法を学習
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保全
環境調査

石鹸の分解速度実験
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保全
環境調査

生態系への影響を調査



普及 地域連携
成果を地域貢献へ
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農福
連携

地域連携
福祉施設の所得向上へ



農福
連携

地域連携
福祉施設の所得向上へ



農福
連携

地域連携
福祉施設の所得向上へ
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豚脂を使用したボディソープ

販売価格 ￥９００

経営 経験を活かして
化粧石鹸開発に挑戦



液体

水分
２７％

固体

粗タンパク
48.3％

粗灰分
3.0％

粗繊維
1.2％

粗脂肪
47.5％

豚脂粕の成分 経営 抽出残渣の活用
採卵鶏の代替飼料へ



市販飼料

豚脂粕
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産卵率

実験前
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80.0％

実験後
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市販飼料

豚脂粕

5% 10% 15%

対照区と
同等

卵重

￥4,500,000

￥3,825,000

昨年度 今年度

経営
抽出残渣の活用
飼料費を大幅削減



定価 ￥200

安価 ￥60
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経営 規格外品の活用
新たなビジネスへ
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創造 規格外品の活用
新たなビジネスへ



創造 規格外品の活用
ゼロへミッション達成



創造 今後の活動
循環型システム構築へ



創造 今後の活動
発展途上国での活用へ



養豚業 エコフィード

廃棄豚脂ゼロエミション

これまでの成果
PDCAサイクル

創造 今後の展望
活動の中で見えた目標



第5回「全国高校生農業アクション大賞」
認定15グループ

第6回 高校生科学教育大賞
奨励賞

第７回 祟城大学ビジネスプランコンテスト
準優勝・審査員特別賞

第８回 食品産業もったいない大賞
審査委員会委員会長賞

第9回 高校生ビジネスプラン・グランプリ
ベスト１００

第10回 イオン・エコワングランプリ
文部科学大臣賞

第11回 毎日地球未来賞
大賞

バイオ甲子園 ２０２１



ＪＩＣＡとルワミッツ社海外支援に発展

地域発展（福祉施設で製造）環境保全（廃棄物利用）



農業を学び多量の廃棄物

気候変動での不作






